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●開館時間●
9：00～ 18：00

図書館だより
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●５月の予定●

図
書
館 
他

　
「
１
０
０
万
回
死
ん
だ
ね
こ
」
→

「
１
０
０
万
回
生
き
た
ね
こ
」
…
。
図

書
館
の
利
用
者
が
う
っ
か
り
覚
え
違

え
た
本
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
、
司
書
が

正
し
い
タ
イ
ト
ル
を
導
き
出
し
た
事

例
集
。
本
の
情
報
、
司
書
の
仕
事
も

紹
介
。

　
生
と
死
を
見
据
え
な
が
ら
、
波
瀾
万

丈
の
人
生
を
歩
み
、
２
０
２
０
年
12

月
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
、
こ
の
世
を
去
っ

た
天
才
作
家
・
な
か
に
し
礼
に
よ
る

小
説
全
３
作
を
収
録
す
る
。『
オ
ー
ル

讀
物
』『
別
册
文
藝
春
秋
』
掲
載
を
単

行
本
化
。

『100万回死んだねこ』
福井県立図書館
講談社　刊

『遺言歌』
なかにし　礼
河出書房新社　刊

　
「
普
通
」
の
人
生
を
謳
歌
し
て
い
た

は
ず
の
４
人
に
訪
れ
る
、
思
い
が
け

な
い
転
機
。
コ
ロ
ナ
時
代
の
「
普
通
」

に
揺
れ
る
、
あ
る
４
人
の
男
女
の
リ

ア
ル
｜
。
愛
す
る
も
の
の
喪
失
と
再

生
を
描
く
８
つ
の
物
語
。

『新しい星』
彩瀬　まる
文藝春秋　刊

問
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
９
６
９
）
２
３
１
０

休館日

おはなし会

にこにこほっぺのおはなし会

ひろたのみんなのおはなし会

新
着
紹
介

『
吾
妻
お
も
か
げ
』�
梶　
よ
う
子

『
山
亭
ミ
ア
キ
ス
』�

古
内　
一
絵

『
滅
私
』�

羽
田　
圭
介

『
ミ
ス
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
が
行
く
！
』�

横
関　
　
大

『
マ
ン
モ
ス
の
抜
け
殻
』�

相
場　
英
雄

『
答
え
は
風
の
な
か
』�

重
松　
　
清

『
生
を
祝
う
』�

李　
　
琴
峰

『
人
形
姫
』�

山
本　
幸
久

『
真
夜
中
の
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
』�

知
念
実
希
人

『
偽
装
同
盟
』�

佐
々
木　
譲 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

　
平
成
４
年
度
に
広
田
地
区
の
高
市
区

で
始
ま
っ
た
山
村
留
学
事
業
は
今
年
度

で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
山
村
留
学
と

は
「
自
然
豊
か
な
農
山
漁
村
に
、
小
中

学
生
が
１
年
間
単
位
で
移
り
住
み
、
地

元
小
中
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
積
む
」
活
動
で
す
。
全
国

で
は
、
23
都
道
府
県
の
60
以
上
の
市
町

村
で
実
施
さ
れ
、
毎
年
６
０
０
人
以
上

の
小
中
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
町
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
全
国
か
ら
延
べ
５
３
５
人
の
留

学
生
（
本
町
は
小
学
生
の
み
）
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
松
山
市
を

中
心
に
県
内
７
人
、
東
京
、
大
阪
、
沖

縄
な
ど
県
外
11
人
の
計
18
人
の
子
ど
も

た
ち
が
山
村
留
学
を
し
て
い
ま
す
。

　
留
学
児
童
は
、
集
団
生
活
を
し
な
が

ら
平
日
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
約
７
㌖
離

れ
た
広
田
小
学
校
に
通
い
、
休
日
は
豊

か
な
自
然
環
境
の
中
で
、
都
会
で
は
味

わ
え
な
い
数
々
の
自
然
体
験
や
勤
労
体

験
を
し
ま
す
。
留
学
中
に
帰
省
す
る
の

は
、
夏
休
み
と
冬
休
み
だ
け
で
、
学
期

中
は
朝
か
ら
晩
ま
で
濃
密
な
人
間
関
係

の
中
で
１
日
を
過
ご
す
の
で
、
自
ず
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
高
く
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
児
童
に
と
っ
て
も
小
規

模
校
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
度
入
れ

替
わ
る
留
学
児
童
と
の
関
わ
り
の
中

で
、
多
様
性
を
認
め
合
う
良
い
機
会
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

山
村
留
学
を
始
め
た
大
き
な
理
由

は
、
旧
高
市
小
学
校
の
存
続
の
た
め
で

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
が
多
様
化
す
る
中
で
、
山
村
留
学
は

子
ど
も
の
成
長
に
お
け
る
１
つ
の
選
択

肢
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

楽
し
く
！
仲
良
く
！
健
康
に
！

山
村
留
学
セ
ン
タ
ー


